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■はじめに

島根県の出雲や石見温泉津町には出雲国が誕生

して以来長い歴史と様々な文化が残る。文化の

魅力の中にどのような光が見られるのか、歴史・

文化的背景と併せて調査した。また、都市に長

い間住んでいる私たちにとっては本来あるべき

照明の役割を考えさせられる調査にもなった。

■神迎神事

出雲地域の旧暦 10 月は神在月と呼ばれる。こ

の月に八百万の神々が全国から一同に出雲へ参

集するからである。出雲大社の西方 1km に位

置する「稲佐の浜」では、夕刻に御神火が焚かれ、

神々をお迎えする「神迎神事」が執り行われる。

浜全体は、弁天島に向けて照射する数台の仮設

投光器で一面が薄く照らされていた。

午後７時儀式が始まると、人々の話し声が止み、

さざ波と太鼓の音が響き渡る。沢山の人々が、

浅瀬から浜、海岸まで列をなして並び、50m

程先の御神火を見つめていた。私たちも靴を脱

ぎ捨て海側からその一点を見つめる。海風で強

く揺らぐ炎が、濡れた砂浜を暖かい色でうっす

らと染め、緊張感と静けさが入り混じりながら、

それを皆でただただ見つめた。神々を迎えるに

相応しい厳かな光景であった。燃え盛る炎の光

は神々を出雲に迎える指針となり、機能とは切

り離された神聖な光がそこにはあった。

■神迎祭

神々を迎え入れた後、出雲大社拝殿に移り、歓

迎の「神迎祭」が始まった。神々は白い布で覆

われ、姿かたちはよくわからない。拝殿の外観

照明は左右２灯の提灯のみで、大しめ縄をやん

わりと照らしており、陰影がきれいに浮き出て

いた。私たちの目には、神主が目には見えない

世界と対話しているように見え、その世界と私

たちの世界をつなぐ媒体として提灯があるよう

弥生時代に村が作られ、出雲国が誕生して以来長い歴史と文化

が残る出雲地域。中世から続く温泉のある港町で、世界遺産に

登録されている石見銀山の外港として発展した温泉津町を含

む石見地域。島根県の歴史と文化が残る2つの地域にはどのよ

うな光があり、照明は文化の価値を高めることができるのか否

か？文化的な背景とあわせて光環境を調査した。

注連縄が張り巡らされた斎場の中に神籬（ひもろぎ）が７本、神々の先導役となる龍蛇神が海に向かって配置される

薄暗い西十九社は、参拝者が少なく落ち着く

ご本殿・楼門の前に構える八足門、明るく賑やかな雰囲気

Caption

神迎祭の間、左右の提灯が辺りを柔らかく照らす

木灯籠の明かりでギリギリ読める神迎祭の文字

数台の投光器で浜一面を照らす、波に反射すると綺麗

- 文化価値を照らす出雲の明かり -

国内都市照明調査　出雲

2023.11.22-11.24　黒部将史 + 柴田雄太
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に思えた。写真を撮ることさえ憚られるほど厳

かで緊張感のある祭事だった。

■神議り

神迎祭後、神々は出雲大社より東の地域の神社

に祀られる神様と、西の地域の神社に祀られる

神様に分かれ、ご本殿の東西両脇に分棟した「西

十九社」「東十九社」にて 7 日間滞在される。

その期間に縁結びについて話し合う「神議り（か

みはかり）」が行われるという。

東西の十九社には明るさに大きな違いがあっ

た。西十九社は、提灯のみで参拝者の顔が認識

できない程の暗い環境。東十九社は、提灯に加

え、ポール灯に取付けられた投光器によりざっ

くりと照らされて明るい環境。案の定、良縁を

求める多くの参拝者が明るい東十九社の方に集

まっていた。明確な意図はないと思うが、ご縁

も様々で明るい場所と暗い場所両方あって良い

と思う。また、ご本殿・桜門には、先ほどまで

の神聖な神迎祭とは打って変わって、多くの人

で賑わいを見せていた。

■松の参道

境内を出ると、神様の通り道である「松の参道」

が一直線で続く。中央は神様が通るため、歩行

禁止。左右両端に設えた提灯と足元灯の小さな

明かりを頼りに出雲大社を後にした。（柴田雄太）

■温泉津町

温泉津町は、石見銀山の外港として発展してき

た。周辺の山々の谷筋を切り開いた土地に、平

入の町家を中心とした歴史的な街並みを形成し

ている。高台から街を見下ろしてみる。ポツリ

ポツリとある住宅の小さな明かりを黒い山影が

夕暮れと共に飲み込んでいく。小さな街に住宅

が所狭しと軒を連ねているため、町の明かりは

弱いが、郷土の風景に溶け込んでいる。辺りが

闇に包まれると、海側の街路灯の光が入り江の

静かな水面に反射し、ひときわ目立っていた。

すっかり日が沈み、高台を降り、夜の温泉津の

一本道を調査する。デザインされた街路灯とボ

ラード照明が町屋に寄り添うような形で均等な

ピッチを保ち並んでいる。街路灯の色温度は

3000K で路面の明るさは 2lx ～ 8lx 程度。平

入りの町屋からの鉛直面の明るさや漏れ光もあ

り、街路全体に程よい明るさ感が確保されてい

た。建物の屋根の向こう側の完全な闇を身近に

感じる環境の中で、町屋の漏れ光はとても優し

く、安心感を与えてくれた。また、この地域一

帯の民家の屋根にはご当地「石州瓦」が多く使

われており、この瓦の夜間の色味や光の反射具

合が絶妙で、この通りの雰囲気作りに一躍買っ

ていたのが印象的だった。

一本道を進むと、ひときわ明るく山の岩壁が照

らされている、光だまりのような場所を見つけ

た。温泉津は、温泉地でありながらも、島根県

特産の「福光石」の採石場としても古くから知

られている。推測ではあるが、この照らされて

いる岩壁も石工の痕跡があるため、現在は使わ

れていない石切り場であったのだろう。周りに

はこのライトアップの意図を説明する看板らし

きものはなく、街の誰かが意図的にスポットラ

イトを設置したと考えられる。控え目であるが、

街の歴史である岩壁を小さな照明で照らし、街

Caption

日没後に高台から街を望む　山影に囲まれた静かな港町に人々の生活の光が灯る

うっすらと浮かび上がる木格子の漏れ光

どこか緊張感漂う「松の参道」　神聖な闇の中でわずかな明かりを頼りに進む

どこか懐かしさを感じさせる温泉津町の街並み

何者かによる旧石切り場のライトアップ 街の所々に見られる洋風の建築物
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の魅力を伝えようとする試みに私たちは感銘を

受けた。このストレートな先祖代々の文化への

リスペクトの現れに出会った私たちは心が温ま

り、そのせいかご当地温泉に浸かることなく就

寝した。

古き良き日本の風景は、近年の LED 化と共存

できると温泉津の街並みを歩きながら実感し

た。これからも、過度にデザインされることなく、

温泉津らしい街並みを守り続けてほしいと思っ

た。地方の都市化が進む中で、住民の自文化を

大切にする意識を感じられる街が増えて、さら

にこの温泉津のように照明がうまく街の雰囲気

を向上させているのであれば、私たちにとって

こんなにうれしいことはないのかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （黒部将史）

■サンライズ出雲

日本海特有の冷たい季節風が吹く。我々の調査

のもう一つの目的である、国内唯一の夜行寝台

特急「サンライズ出雲」へ飛び乗った。

車内全体をざっくり観察すると、内装は丸みの

ある造形と木質感のある素材で統一されてい

た。2700 ～ 3000K の電球色の明かりが、造

形や素材を活かして、温かみのある空間を演出

していた。

両側に客室を設えた廊下には、扉前の天井埋込

照明が左右交互に配置されていた。床面照度は

約 25lx。通路が狭く、天井壁面に少々ツヤがあ

ることもあり、光が充満し、とても明るく感じた。

また、片側のみ客室を設えた廊下では、天井埋

込照明と天井間接照明が交互に配置され、天井

を柔らかく照らしていた。寝台列車の寝床の明

るさを確保するための機能照明としては十分だ

が、ホスピタリティ空間としては、もっと明暗

のメリハリを効かせた照明デザインの方が良い

と感じた。

宿泊したシングル席には、室内灯と常夜灯の 2

種類の灯りがあった。室内灯をONにするとベッ

ドの頭側と足側の 2 灯が、常夜灯を ON にす

ると頭側の 1 灯のみが灯る。そして、両方とも

OFF にすると客室内と外の明かりが反転し、車

窓から都市の照明が現れた。常夜灯では頭上に

光源があるため、とても寝られる光環境ではな

かった。一方で、両方とも OFF の環境では室

内が程よく暗く、窓に映る様々な移動光を無心

で眺めることができ、快適な空間だった。

■まとめ

今回、島根県の出雲と石見の 2 つの地域を調査

して、光の犯罪者とはあまり出会わなかった。「神

迎神事」で見たような長い歴史とともに残され

てきた文化的な灯火や「石見銀山」「温泉津町」

で見た様な文化の価値を守り続ける意思のある

照明が多かったからだと思う。文化とともに継

承されてきた照明文化に触れることができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 柴田雄太 )

出雲にはたくさん闇が残されており、神迎の期

間中ということもあって、その闇に神々の存在

を感じた。また、出雲の街の光は間違いなく文

化価値を高めることに寄与していた。これは

コマーシャルではなく慣習として光への感性が

人々に根付いている結果だと思う。この感性も

次世代に継承していくべき出雲の貴重な文化の

一つだと感じた。　　　　　　　　　(黒部将史)

色味が統一された出雲駅周辺の街路灯たち

窓に流れる光景を眺めながら、ゆったりとした時が流れるプライベートな列車客室内

客室廊下の天井照明がメリハリ不足

出雲駅の堂々たる門構え

寝心地こそイマイチだが、雰囲気十分なノビノビ座席

サンライズ出雲外観 ( 撮り鉄っぽく撮影 )

景観要素のバランスのとれた「神門通り」
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　石垣島を含む八重山諸島は、日本で最初にダー

クスカイ協会（IDA、アリゾナ州）から星空保

護区の認定を受けたエリア。八重山諸島はまだ

改修が必要な屋外照明が残っていることから暫

定認定となっています。貴重な暗さが残る夜空

と観光が大きな産業となっている石垣では、ど

のような夜間景観が求められているのか、シン

ポジウムと地元の方たちとの街歩きを通して

探ってきました。

■シンポジウム

　“美しい星空と光環境の共生”をテーマに面出

団長のレクチャーと中山義隆石垣市市長と光害

に配慮したホテル作りを実践されている石垣島

ビーチホテルサンシャイン総支配人の赤城陽子

さんを交えての鼎談がおこなわれました。今ま

での八重山諸島での光害対策を振り返りつつ、

今後どのように観光が経済活動を大きく担って

いる石垣市で、星空を守りながらの光環境を作っ

ていけるのかの意見交換がなされました。

■美崎町街歩き

　石垣島の繁華街美崎町の街歩きを地元の方と

一緒に街歩き。美崎町の光の英雄と犯罪者を探

します。参加者には音声の受信機が配られ、面

出とダークスカイ協会の越智さんの掛け合いの

声を聞きながらの街歩きでした。この街歩きに

は中山市長も参加され、先頭きって石垣の光の

特色、大事にしたいこと、改善できることを指

摘されていました。美崎町で一番際立ったのが、

長いアームを取り付けて照らしている看板照

明。ほとんどの店はこの手法で看板を照らして

おり、美崎町特有の光景を作り出していました。

暖かな色温度の光源を使っていたのも全体の統

一感作りに寄与していたように思います。

参加者から歩きながら疑問、意見が沢山挙げら

れ、それに面出団長と越智さんが答えるという

内容の濃い街歩きとなりました。

■街歩きレビュー

　街を歩いた後はグループに分かれて、それぞ

れ光の英雄と犯罪者をディスカッションし、そ

の後に全グループでその内容を共有しました。

共通して聞かれた意見は照らす対象が不明な照

明は不要なのではないか、照らすべき所にきち

んと照明を向けたほうがいい、使っていない施

設や道の照明は消す、強すぎる又は多すぎる照

明は減らすなどがありました。また評価が高かっ

たものでは間接光で浮かび上がる看板や建物の

中からの漏れ光。光源が見えずまぶしくないも

のが好印象でした。

　街歩きやレビューを通して多くの方の意見を

知ることが出来ました。このような活動を今後

も続き、よりよい八重山の夜間景観が実現する

ことを期待しています。　　　　　　（東悟子）

日本初の星空保護区に認定された八重山諸島。まだ2％ほど改

善すべき屋外照明が残っているとのことで今だ暫定認定とのこ

と。こんごこの星空を守っていき、なおかつ暮らしている地元

の方が快適な夜を過ごすためには夜間景観をどう考えていけば

いいのか。石垣市長も交え、市民の方々とディスカッションし

てきました。

石垣市の方々と街歩き

石垣の皆さん、ご参加ありがとうございました！

市長も率先して意見を述べられていました

星空と夜間景観を考えるシンポジウムを開催

過剰な光を放出しているお店も

アームを長くのばして、看板を照らしている 街歩きレビュー　英雄と犯罪者を皆で共有

- 美しい星空と光環境の共生 -

出張探偵団 in 石垣島

2024.03.10　東悟子
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